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巻  頭  言

私が昔からずっと不思議だったことに，鳥はなぜ空を飛べるのだろうかと

いうことがあります．学問の世界でも諸説あるようですが，ここでは少し

それを離れて空想してみたいと思います．小学生のころに私が考えたのは，

きっと遠い遠い昔の鳥の祖先は空を飛びたいなあ，とずっと思っていたのだ

ろうということです．そう思っているうちに羽が生えてきて，チャレンジ精

神旺盛なものがいろいろ試しているうちにあっ，飛べた！となったのではな

いかと，実は今でも，そう思っています．鳥の祖先は青い大きな空を見上げ

て，あそこはどうなっているのか，何があるのか，行ってみたい，と考えて

いたに違いないと思うのです．飛ぼうとも思わなかったものが偶然飛べるよ

うになるというのはどうしても納得がいきません．創意工夫を重ねてより早くより遠くより正確に飛べるように

なるのに，意志の力が働かないはずがない，と思うのです．彼らがそう決心したから，空を飛べるようになった

と思うのです．むろん遠い遠い昔の鳥の祖先に我々の考えるような意志があったのかどうかは知る由もありませ

んが，人間である私たちには，明確な意思の力と新しいものを生み出す力の間に強い強い関係があることを知っ

ています．

新技術，新製品も同じだろうと思います．漫然と何かをやっていたとしても，いつか誰かが何かができること

があるかもしれないけれども，そこに強烈な人間の意志の力が働かなければ，とてもお客さまが手に取ってくだ

さるようなものにならないでしょう．まして現代社会において，限られた時間のなかで，もしかしたら永遠にで

きないかもしれない偶然を待つ余裕を我々は持ち合わせていません．

知識と経験の積み重ねによって，私たちは何をどうすればもっとうまくいくかを学び，実践することができま

す．しかし，新しいことをなすにはもう一声，意志の力が必要です．お客さまが私たちの新しい何かを手にした

とき，これが欲しかったといってくださるようなキラキラした結晶は，やはり意志の力が感じられるものでなけ

ればならないと思っています．最近よく目にするイノベーションという言葉のなかにも私は人間の持つ意志の力

を強く感じます．きっと鳥の祖先は自分自身をイノベーションして空を飛んだのでしょう．

今回ご紹介する IHI の製品も論文も，それにかかわってきた人たちの強烈な意志を感じさせるものばかりで

す．この技報を手にしてくださった読者の皆さまに，私たちの意志が伝わりますことを願ってやみません．

新技術・新製品特集号の発刊にあたって
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